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序　　　　　文

植林木による二酸化炭素吸収を温室効果ガス削減目標に含めることとされた 1997 年 12 月の地

球温暖化防止京都会議以降、植林事業に対する日本企業・団体の関心が高まっています。

国際協力事業団は、開発協力事業の一環として、インドネシア国において炭素固定森林経営現

地実証調査を行うこととし、本件調査開始に必要な協力機関や実証調査の候補地に関する概要把

握を主たる目的として基礎一次調査団を派遣しました。本実証調査は、従来焼却処分されていた

不要な枝や端材を木炭化し、植林地に埋めることで半永久的に炭素を固定し、樹木の成長を促す

という環境にも配慮した新しい植林技術を開発します。この手法の技術・経営面のマニュアルを

作成し、企業・団体等に公開していくことで、途上国での炭素固定を目的とした植林事業の実施、

投資の促進をはかるのが本調査の目的です。

計画打合せ調査団は、林野庁指導部計画課の嶋崎省海外植林推進調整官を団長とし、平成 12 年

の 4 月 17 日から 28 日の日程で調査を行いました。

この事業が地球温暖化防止に寄与するとともに、日イ両国の友好・親善の一層の発展に役立つ

ことを願うものです。

終わりに本調査へのご協力とご支援を頂いた各位に対し、心より感謝申し上げます。

平成 1 2 年 8 月

国 際 協力事業団　　

理事　後藤　洋 　　
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